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麿

抄

 余ハ女性生殖腺訣如ノ血液二及ボス影響ヲ検セソ爲

4頭ノ家兎二卵巣摘出術ヲ行ヒ術後2ケ月聞観察シ ；it

ノ結果ヲ得タリ．

 即チ血色素蚤及ぜ赤血球激ノ減少，偽エオジン嗜好

白血球ノ減少及ビ淋巴球ノ増加，偏工・白血球核ノ右方

録

移動，同白血球遊走速度ノ滅少及ビ墨粒貧喰能ノ低下

部チ同白血球ノ退行性右方移動ヲ認メタリ．而シテ此

ノ退行性右方移動ノ朕態ハ術後約45日ニテ再ビ蕾値二

復スルヲ見タリ．

緒 言

第1章

第2章

第3章

實験材料及ビ實験方法

實験成績

實験成績ノ絡括

目 衣

第4章 考 按

結 論

交 献

緒 言

 女性ノー生ハ性ノー一Lkトモ言フベク，其全有

機鵠ハ卵集機能ノ浩長ト相件ヒテ応化スルハ周

知ノ事實ナリ．叉女性二於テハ其成熟期二野テ

周期的生殖器出血アリ之ハ卵集ノ周期的攣化一

左右セラル、者ニシテ從ツテ卵集機能ト血液或

ヒバ造血機關ト密接ナル關係ノアラン事一三像

二難カラザル所ナリ．

 從ツテ古來臨床的或ヒバ實験的二卵集機能ト

血液ノ關係ヲ討究シタル報告ハ誠二多シ．其最

モ最初ハ既二余ノ第4報睾丸摘出篇二於テ述べ

シ如クHiPPokratesガ萎黄病二於ケル女性性機

能ノ不全ヲ指摘セル事ニシテ，以來v．：Noorden

其他二三リ萎黄病ハ卵集機能不全二原因スル事

が報告セラレタリ．然レドモ萎黄病ノ眞ノ原因

一両ダ確定セザルモノト言フペク，萎黄病が若

シ軍二卵樂機能ノ不全二依ルモノト假定スレバ

［ 1 ］



2 鷹 津

卵集機能不全或ヒバ敏損タル更年期或ヒバ去勢

手術ヲ受ケタル女性二二テ萎黄病ト同様ノ血液

像ヲ呈スペキ筈ナレドモ事實ハ然ラズ，帥チ萎

黄病二於テハ淋巴球減少が特長ナルモ此等更年

期或ヒバ手術的去勢ノ女性二於テハ寧ロ淋巴球

増多ノ1伏態ヲ呈セル事實アリ．Naegeliハ萎黄

病ノ原因ハ軍二卵巣ノミニ止マラズ思春期二生

ズル各種内分泌器官相互ノ不調和（Dysharmo・

nie）＝アリト言ヘリ，

 其他臨床的事實即チ月経，妊娠等ノ血液二歩

ボス影響二就テハ略一定ノ．所見が報告サレタ

リ．帥チ田田時＝ハ赤血球ノ増加，血小板ノ増

加及ビ「エオジン嗜好球ノ増加等ニシテ，妊娠

時＝ハ赤血球及ビ血色素量ノ減少，白血球ノ増

加及ビ一門ノ左方移動，血小板ノ増加等ヲ認ム

ル事ハ多数ノ人ノー致スル所ナリ．

 又田村ハ月維時及ビ妊娠時二於ケル血液像ヲ

研究シ月経時二人間嗜中性白血球核ハ退行性右

方移動ヲ行ヒ家兎娘i娠時ハ進行性左方移動ヲ行

フ事ヲ報告セリ．

 体験的二卵集ノ血液＝及ボス影響ヲ討究シタ

ルハBrener及ビSeillerヲ以テ嗜矢トシ共闘若

干ノ業績ヲ認メラレ，Furuya及ビAsher等ハ

去勢ノ白血球丁丁能＝及ボス影響ヲ楡ベタルモ

之等ノ實験ハ去i勢後1回限リニテ其時間的消長

ヲ詳細ニシタルハ之ヲ認メズ且ツ白．血球遊走速

度二十テハ何人ノ報告モ聞カズ．EPチ余ハ家兎

二卵集摘出術ヲ行ヒ血液像ノミナラズ其白血球

機能四二遊走速度二及ボス影響ヲ槍シー定ノ結

果ヲ得タルヲ以テ此虜二報告セントス．

第1章 實験材料及ビ一一方法

實験動物ハ2砥前後ノ威熟雌性家兎ヲ使用シ，實験 前1週間以上一定ノ飼料＝テ飼育セ・リ．叉探血ハ毎常

第 1 表  第 1 號 家 兎

手 盟 血色素量 1赤血球数 白血球数 各 種 白 血 球 百
術
後 ザ 封 ル 實 野 ル 實 劉 ル1 假「エ」白血球 淋 巴

照 百1 照 百 照 百経過，一丁

重9「

・聴茎

国酒

ヲ 分100．Oi率

s
数

 ヲ 分100ji率 百分率 實歎 封 セ

ﾆ ル
?百100．0分

g 率

百分率 實歎

前 1730 72 1528 ス580 50．5 3，828 45 3，411

前 1770 69 566 7，680 53石 4，109 43 3302

蜘 17α5い・α・ 1547い・α・ 1乳63・い・α・ 1 lag691 m・ 1 la357

10 1780 62 87．9 437 79．9 5，380 70．5 41 2，206 55．6 57 3，067

17 1790 62 87．9 498 91．0 5，800 76．0 31 1，798 45．3 62 3，596

24 1830 65 92．2 514 94．0 7，220 94．6 4＆5 a502 88．2 46．5 3β57

31 1825 67 95．0 566 103ゐ 7，120 933 38 2，706 68．2 58 4，130

38 1930 63 89．4 560 102．4 7，920 103．8 40．5 3208 80．8 59 4，6ア3

45 1950 63 894 465 85P 9600 12丘8 45．5 4368 110．1 4～λ5 4，752

52 1940 64 90．8 448 81．9 7，860 103．0 45 3，537 89ユ 45 3，537

59 2000 63 89．4 442 80．8 7，200 94．4 45 3，240 81．6 47．5 3，420

t 2 ］



諸種内分泌ノ血液像及ビ白血球機能二及求ス影響 3

必ズ観食前二行ヒ食事ニヨル影響ヲ避ケタリ．

 血色素量，赤血球凱 白血球歎，各腫白血球百分

率假「エ」，下野白血球ノ平均核激，同白血球遊走速度

及ピ牟均墨粒貧喰率ノ測定ハ第1報ト隠隠ナリ．

 而シテ観察細胞数ハ各々白血球’百分率ハ200個卒均

核仁ハ100個遊走速度ハ20個墨粒貧喰ハ100個ナリト

ス．

 卵榮摘出術ハ総テ無菌的二之ヲ行ヒ先ヅ家兎ヲ腹位

二固定シ型ノ如ク剃毛消毒ヲ行ヒタル後脊柱二上ヒテ

腰椎下端ヨリ約2横指雨方ヨリ約2cmノ皮膚切開ヲ

加へ後創面ヲー側二移動シテ背柱ヨリ約2横指側方ニ

テ筋膜ヲ切りテ腹膜ヲ露出シ輸卵管及ビ一三ヲ透睨シ

得レベ此鮎ノ腹膜二心切開ヲ加ヘテ卵巣ヲ引キ出シ卵

巣動脈ヲ結紮卵巣ヲ摘出シ筋膜ノ縫合シ一三ニシテ他

側卵白モ摘出シ後皮膚縫合ヲナシ沃丁ニテ消毒シテ手

術ヲ終ヘタリ．手術創ハ何レモ第1期癒合ヲ行ヒタ

リ．

第2章實 上成績

 4頭ノ家兎二千テ手術前2回ノ實験ヲ行ヒ手

術後10．17．24． 31．・38．45． 52．59．ノ各日二實験

シ卵集摘出ノ影響ヲ2ケ月二亘リテ観察セリ．

 第1回＝手術後10日ヲ置キタルハ手術其自身

ノ影響ノ大三共以内二其極期ヲ過ギン事ヲag 1

報ノ實験ニテ推測シ得レバナリ．

 又手術前2回ノ挙均値ヲ求メ之ヲ1封照トシテ

各面験値ノ百分率ヲ求メタリ．

 偏「エ」嗜好白血球及ビ淋巴球二塁百分率ノミ

ナラズ實敬ヲ求メ此慨歎ノ消長ヲ観察セリ．

 墨粒貧喰試験ハ前三二於ケル如ク其卒均貧喰：

率ノミヲ記載シタリ．帥チ第1乃至第4表ノ如
                e
シ．

卵  巣  摘  翫  術

分率 全盛 激 核 分 葉 激 遊走遽度 墨粒貧喰

球 モ 声価 半球 季 封ル： 封 ル 李 封 ル
ノ 基 照 百 照 百 照 百

日 セ照  ル

uS100．0分ト 率

チ嘉ン 嗜貯白皿

嗜好自皿

1 1工 III IV
均核数

、品趨〃分

s  」

ヲ 分100。0…率

T

均三塁率

ヲ100。0率

ﾅ

0 4．5 0 53 3918 L55 32．0 1．99

0 3．5 0 53
 ｝43

14 151 30．7 1．87

100．0 ii ll n ｝L531・・α・ 13L35巨・α・ ド931・・α・
91．4 11 1 0 54 38 8 1．54 100．7 273 87．1 1．57 81β

107．1 1 6 0 41 51 8 1ま…7 109．2 27．4 87．4 1．41 7＄1

10α0 1 3 1 49 45 6 1．57 102．6 284 90．6 1．44 74．6

123．0 0 4 0 45 40 15 1．70 111．1 30．9 98．6 192 99．5

1392 0．5 0 0 43 49 8 1．65 107．8 313 99．8 1．74 902
141．6 0 4．5 0．5 51 43 5 1 1．56 102ρ 29．8 95．1 1．89 97．9

105．4 0．5 9．5 0 51 47 2 1．51 98．7 32む 102．1 195 101．0

101．9 0．5 6 0 50 46 4 ｝1創 100．7 304 97．0 1．90 9＆4

［ 3 ］
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第2表 第2號家兎
血色素量 赤血球数 白血球激 各 種 白 血 球 百

假「エ」自血球 淋 巴

手術後経過日歎 盟重9「

ザ塁り1

封 ル 實鍛万 封 ル
ﾆ 百ヲ 分100．Oi率

s

實塵数 封 ル
ﾆ 百ヲ 分100．0…率

ﾑ

百分牽 底数 封 セ

ﾆ ル
?百100．0分ト i率

百分率 實敷

前194073
前197072

53r

548

8．320

8．060

40．5 t 3．370

43，5 1 35e．6

55 1 4．576

53 14．272

蜘 1 72・Sl・・…i S395 1・・…IS・・9・lm・l l 3・43Sl・・… i 4・424

10 i1980 1 63 1 86．9 1 522 1 96．8 19，6101 117．3 i 42 14．0361 117．4 1 56 15．382

17 11990 1 64 1 88．3 1 519 1 96．2 19．7001 118．4 1 33 13．2011 93．1 1 60 15，820

24 12030 1 64 1 88．3 1 498 1 92．3 18，5001 1038 1 47．5 14．038i 117．5 i 47．5 14．038

31 120251 66 1 91．0 1 470 1 87．1 18，6301 105．4 ！ 38 13．2791 95．4 1 58 15．005

38 12130 1 65 1 89．6 1 490 1 90．8 17．9801 97．4 1 30．5 12．4341 70．8 1 69 15．506

45 2150 64 88．3 518 96．0 7，630 932 35．5 2，709 78．8 59．5 4，540

52 2140 65 89．6 530 98．2 7，190 87．8 35 2，517 73．2 55 3，955
噛

59 2130 64 88．3 526 97．5 8，930 1G9．0 35 3，126 90．9 57．5 5，135

一 一

第3表第3號家兎
血色素量 赤血球数 白血球敷      各 種 白 血 球 百
『 雫

實1封ル1幌工、白血球
    一 一

ﾒ  巴

手術後刷過日激 荘重琶「

ザ1リ1

封 ル
ﾆ 百ヲ 分100．0率茎一  一 一

實数万

封 ル
ﾆ 百ヲ 分100．0率

・照 百
略画3b273，767  一?セﾆ ル

一分率

酸価

前前 2100

Q070

82

W3

  
T18

T31

数9，300Z930

58．5

S6．5

激皿 一  一   一

T，441

R，687

18且51・・αρ蜘    ！52451m・
＆6・51・・α・［；a697｝・・α・ll生564      一     暫  一

2050

Q055

Q120

Q150

Q130

Q200

Q210

Q190

80

V8

V6

V5

V8

V7

V6

V5

97．0

X4．5

X2．1

X0．9

X4．5

X33
X2．1

X09

506

S83

S79

S74

S65

S95

T07
P483

96．5

X2．1

X13

Xα4

W＆7

X44
X6．7

X2．1

@8．560
@9800
@8．620
@7．990
@8，280
@9．160
@＆720
@8．660

9～λ4

P13．8

P00．0

X2．7

X6．1

P06．3

P01．2

P00．5

3，809

Q，940

Q，371

Q，717

Q，070

R343

Q790

Q，858

103．0

V9．5

U4．1

V3．5

T6．0

X0．4

V5．5

V7．3

52

U5．5

U7

U1．5

U9．5

T8

                             『

@4，451
@丘419
@5．775
@4．914
@5．755
@5．313
U2．5｝5．450 1

Ua515413

t4］
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卵 巣 摘 出 術

分率及實籔
球

封’■

照ル
ヲ百
100．0分

トi率

モ
ノ

チ
！

ア
ソ

o

o

盤旧
基
嗜

三球

嗜

好寄客 自
皿1皿
4．5

3．5

o

o

核 分 葉 撒 遊走速度

李

均

核

心

封ル
照百
ヲ分
100．0率
ト

セ

封ル
照百
ヲ分
100．Oi率
ト

セ

墨粒面喰

1

48

48

II

39

43

Ilr

13

9

IV

1．65

1．61

〃分

31，5

30．7

李

均

1貧
喰

率
1

1．87

1，82

封ル
照百
ヲ分
100．0率
ト

セ

100・O i 口IL63い・…1 3i・・ i i・…1圃・・…

121．7

P31．6

X13
P13．1

1 1

P10

「  1

@ 6

@ 3

@ 4

i｝ii灘li   I  l

L64

P．77

P．69

P．72

100．6

P08．6

P03．7

G05．5

27．8

Q6．9

Q8．3

R0．9

89．4

W6．5

X1．0

X9．4

1．57

P．52

P．41

P．66

1851  82．4  76．4  90．0

124．5 0．5 0 0！43E49ロO11 L67 102．5 296 95．2 1．69 ト191・6

102．6 0 4．5
α546｝431。1、

1．66 10L8 i ｝31．0 99．7 1．91 」103．5

89．4 0．5 9．5 ・i4614771 1．61 98．8 30．7 98堀 1．88 101．9

116．1 0．5 6 ・4914219 1．60 98．2 3L21 ・Q・31 1．85 100．3
一

卵 集 摘 出 町
分 率 及 實 数 核 分 葉 数 遊走速度 墨粒貧喰

皿            一              一       一 一 『 一            一

球 ラチ 四球1 李 封 ル

ﾆ 百
封 ル

ﾆ 百
牛 封 ル

ﾆ 百工 セ昭  ル

ﾊ百100．0分ト …率 ↓ソ

騨磨申皿

旛 1好白血

II III IV
均核数

ヲ 分
P00．0率

ﾑ
〃分

ヲ 分100．Oi三

ﾑ

均邪教率

ヲ 分100．Oi率

ﾔ

i1 1 G．5 43 51 6 L63 29．9 1．59

5 0 46 47 7 1．61 30．7 1．63

100．0 ｝1 ■ 口 lL62i・・α・ 13α311・α・ 1L6・1・・α・

97．5 0．5 3 0 40 49 10 1 1．72 106．2 「260 85．8
1銘1 旨

98．1

140．6

P26石

00 3．5

U

10 36

R7

54

T4

79 3 1．77

P．72

109．3

P062

25．6

Q7．1

84．5

W9．4

｝：1劉 1 ll：1

107．7 1 3．5 0 35 51 14 1．79 11α5 28．3 93．4 1，331 ［ 82．6

126．1 1 45 0 37 50 11 2 1．78 109．9 29．2 96．4 1，561

1164 1．5 4 0 43 51 5 1 1．64 101．2 30．7 101．3 1石1口0α0

119．4 0．5 5 o 48 38 14 1．66 102．5 31．2 103．0 1，581 E 98．1

118．6 0 4．5 G 44 50 6 1ま～2 100．0 306 101．0 1緬iloa1

［5］
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第4表第4號家兎
血色素量 赤血球蝕 白血球数 各種 自 血 球百

假「エ」白血球 淋  巴

手術後縄過日撒
瞳重9「

ザ1り1

封 ル
實敏万

封 ル
ﾆ 百ヲ 分100．0野

ﾑ

寸寸 封 ル
ﾆ ’百ヲ 分100．Oi率

T

募1實

ｦ1激

射 セ

ﾆ ル
?百100．0分

g 率

一  一 一  一    ＿ 一 一 幽 『

S分率 實敷

前前 2，060

Q，050

71

U9

563

T56

8，700

X，320

38

R6

3，306

R，355

6L5
U0．5

5351

T，639

封照1レ・「m・155％1m・19・1・1・・α・lla33・1・・α・l15495

1，980

P，920

P，940

P，970

Q060

Q，120

Q，130

Q，210

60

T9

U8

U5

U5

U5

U5

58 919
X2．4

X0．4

X3．7

X4．9

W6．0

X5．1

W8．1

11，600

Xユ40

W，880

X，000

X，840

X，800

W960
X，200

128．7

P0L4 1 198．6 143．5

@i99．9 i109213％

P08B12丘5
X9．4

P02．1

［60．541313127P

7．018 210．7

R．747 112．5
R．863｝116．0 ｝2．790 83．8

R・8871116フ

Q石971780

Q．7781834
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第3章心証成績ノ総括

 前章二於ケル實験成績ヲ槍討セン爲其各々ノ

百分i率ノ雫均ヲ求メタルニ第5表ノ如ク，第1

圖ハ之ヲ曲Wt ＝テ示シタルモノナリ．

 今之ニテ見レバ，

 血色素四日術後10日シテ早クモi封照ノ88．7％

ヲ示シ後31日＝ヤ・上昇シテ935％トナルモ後

依然59日迄91％前後ヲ動揺セ堕Pチ画集摘出二

ヨリ約10％ノ血色素量ノ減少ヲ認メタリ，

 赤血球撒：モヤ・之ヨリ動揺著シキモ封照ノ92

乃至93％前後ヲ示シ卵集摘出ニヨリ赤血球藪：ノ

減少ヲ來ス事ヲ一三シメタリ．

 次二白血球敷ハ可域リノ動揺ヲ示スモ一定ノ

傾向的攣化ヲ認メズ最高45日ノ108．5％，最低

31日ノ97．8％＝テ概シテ卵集摘出一同リ影響ナ

第5表  卵巣摘出4頭ノ雫均
翻血素翻陣量 赤 球

?数

白 月

?轍

假白数
O血」球

淋 球

b 激

李核

ﾏ 敦

遊 速

?度

墨 一
ｱ貧 …一

封照 100．0 1GO．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

10 88．7 91．3 104．0 121．7 96．7 102．9 89．5 889
17 89．1 92．9 102．4 82．6 118．3 10～瓦7 85．3 84．3

24 89．2 92．0 993 96．5 1008 106．6 90．8 81．4

31 93．5 93．7 97．8 8α2 112．4 1084 95．8 91．8

38 91．6 94．2 10】．6 81．1 121．2 1072 95．8 9α3

45 9LO 90．4 108．5 89．3 119ユ 100．7 10L1 97．7

52 9L4 93．0 97．9 80．3 104心 1001 101．9 101．0
q騨」「ヤ

59 90．4 89．6 101．5 81．1 111．2 99．7 100．2 100．7

［ 6 ］
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卵 集 摘 出 術

分車及實 激 核  分  葉  激 遊走速度 墨粒負喰

1 李1封ル
ﾏi照百

球一一

?セ
ﾆ ル
?百100．0分

g i率

ラチ要ソ 堅球
郞n好白血

ヨ球
n好白血

1 II m 正V

落忌核激

封 ル

μ／分

封ル
貧喰率

ヲ 分1GO∬率

ﾑ

00 0．5

R．5

00 47

S6

45

S8

86 1．61

P．60

29．2

R1．0

2．43

Q．50

1000 ト6・5 100．0 30．1 100．0 2465 100．0
；1：1陪風81010561194giα5115．9  0．5 「101・91010＆011

3．5

Q．5

S3．5686．57．5

00001000

45

R4

R3

S0

R9

S9

S5

S6

45

T2

S8

43112
T4i・・53h3E4gl・149111 6 3 6

11

 1．67

@1．79
@1．83
禔D7111i1．74

@1．57
?b撃

L6・�

0401

PL51

P4．01

O6．51

O8．49

V．81

O0．39

X．7�

8．82

S．92

V32
V．62

V．63

Q．63

P．23

O．8�

丘帽2餌 182．7 ［2．339

2L202

T4匿

S9�

α99

S．58

O．79

S．98

Q．48

X21
O3．01

O1．0

者ノ如シ．偽エオジン嗜好白血球数ハ術後10

ニハ封照ノ121・7％二増加スルモ第；17日ニハ

2．6％二減少シ以後10％程ノ動揺アルモ大戸…酎

ノ80乃至90％＝シテ帥チ偽「エ」白血球減少ヲ

スモノノ如シ．帥チ卵巣摘出野壷リ儂工白血

バー旦増加シ第17日以後ハ減少スル者ノ如

．淋巴球口跡ノ反封目シテ可成リ大幅ノ動揺

ルモ第17日以降ハ蛍池的淋巴球増多ノ重態ヲ

1圖 卵巣摘出4頭ノ平均 （第5表ノ憎憎）

  血色素量
一一一L 一一赤 ､三球轍
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・一・一・一淋 b球鍛
・・一・一・・一慣 H白血球数

込棲敬

画一一一 V走三度
隔・・鱒・r y墨粒食引率
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8 鷹 津

認メタリ．

 次デ｛爲「エJ白血球ノ平均核藪ハ第10日102．9

％ニテ封照ト大差ナキモ第；17日109．7％ニナリ

以後第38日ノ107・2％マデ108％前後ヲ示シ第

45日二100．7％トナリ大品封照二復セリ．即チ

卵巣摘出後17日ヨリ38日二亘リ8％前後ノ右方

移動ヲ示シ45日ニテ略正常＝復蹄セリ．

 同白」血球遊走速度ハ術後10日既二品照ノ89．5

％ヲ示シ17日最低85．3％＝到り第38日ノ95．8％

迄封照二比シ減退ヲ示シ第45日ハ10L1％トナ

リ略正常無二復セリ即チ遊走速度ハ第10日ヨリ

第38日迄其減少ヲ認メタリ．

 墨粒貧喰機能モ略同様ニシテ最低ハ第24日ノ

81．4％ニシテ45日ハ・尚97．7％ナリ．

 EPチ卵巣摘出ニヨリ儒工白血球核ハ術後10日

ヨリ第45日＝亘り退行性右方移動ヲ行ヒ第45日

二略正常二復節スト認メラレタリ．

考

 實験的二動物ノ卵巣ヲ摘出シ其血液二及ボス

影響ヲ検シタル最初ハBreuer R，及ビv． Seiller

（1903）ニシテ彼等ハ雌性犬二於テ卵巣摘出ヲ行

ヒ共結果幼若犬＝於テハ赤血球激及ビ血色素：量

ノ減少ヲ認メ他方威犬＝於テ曲面ヲ認メズト言

ヘリ．

 Asher及ビ其門下Furuyaハ六二第2報甲状

腺摘出二於テ述べシ方法ニテ家兎白血球ノ墨粒

貧蹴転ヲ槍シ卵輿摘出セル家兎ノ貧喰能脚高照

二比シ梢劣レル：事ヲ報告セリ．

 Bayer二心レ・ミMolteni 2・雌性家兎二去勢ヲ

行ヒ比較的淋巴球増多症ヲ認メタリト言フ．

 ：Falkenhausenハ家兎ノ卵集摘禺ヲ行ヒ去勢

ハ骨髄機能ノ低下二心スト云ヒ，血色素量及ビ

赤血球数ノ減少シ，白血球ノ総数ハ著憂ナキモ

備工白血球ハ減少シ淋巴球ハ増加セリト報告セ

リ．

 本邦二於テハ1926年諏訪ハ雌性家兎二去勢ヲ

行ヒ赤血球及ビ血色素量ノ減少，儒エオジン嗜

好白血球ノ減少及ビ淋巴球ノ増多ヲ認メタリト

報告シ，安部ハ家兎白血球ノ喰菌能ハ卵巣摘出

＝一 ﾋリ低下スル事ヲ述べ，森本ハ家兎二三テ卵

災摘出ヲ行ヒタルニ淋巴球増多及ビ儒エオジン

嗜好白血球核ノ右方移動ヲ認メ，而シテ此右方

移動ハ術後約4週聞ニテes ・＝復セリト報告セ

リ．叉洞口＝ヨレパ家兎卵，巣別出ヲ行ヒタルニ

共直後二二テハ｛爲エオジン嗜好白血球が増加シ

淋巴球ハ減少スルモ後其反封二儒「エ」白血球ハ

按

減少シ淋巴球ハ増加セリト云フ．

 以上ノ文献ヲ通覧スルニ何レモ相似タル結果

二到達セルモノノ如ク，EPチ家兎卵巣摘出ニョ

リテ血色素量及ビ赤血球数ノ減少，淋巴球ノ増

加，傭エオジン白血球数ノ減少及ビ同白血球核

ノ退行性右方移動ヲ行フ事二面一一・Sicセルモノト

認メラル．

 余ノ實験二於テモ同様ニシテ4頭ノ雌性家兎

：：走}派ヲ行ヒタルニ共結果血色素量及ビ赤血

球藪ノ減少，淋巴球ノ増加，儒工白血球藪ノ減

少及ビ義血色心核ノ退行性：右方移動ヲ認肉感

リ．而シテ雷雨白血球ノ機能二於テハ白血喰能

力ノミナラズ其遊走速度モ亦卵巣晶出二依リテ

ー時其低下ヲ來ス：事ヲ認メタリ．

 叉以上ノ白血球核ノ退行性右方移動ノ歌況＝

就テハ森本ガ4週間後＝右方移動ノ状態ヨリ再

ビ奮二復録スル：事ヲ言ヘルノミニテ，其白血球

貧喰能ノ低下ヲ言ヘルAsher． Furuya，及ビ安部

ハ去勢後僅力1回ノ實験ニヨリ其低下ヲ報告セ

ルノミニシテ去勢ヲ行ヒタルモノハ永久二白血

球機能ノ恢復：セザルや否や不明ナリ．余ノ實験

二品テハ卵巣摘三二1週聞ノ間隔ヲ置キテ2ケ

月間観察シタル結果其遊走速度及ビ貧喰i率ハ卒

均赤照ト同様二術後約45日＝テ術前二等シク恢

復スルヲ見タリ．EPチ同白．血球機能ハ卵輿摘出

二依り一旦影響セラレテ其低下ヲ來スモ後再ビ

恢復スル：事ヲ品川シメル．

 然シナガラ赤血球撒及ビ血色素：量ノ減少及ビ

［ 8 ］
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淋巴球増多ノ欺態ハ少ナクトモ2ケ月聞二於テ

恢復セザリキ．

 又洞ロバ手術直後傭工白血球ノ増加ヲ來シ後

減少スト云フモ此ノ術直後ノ増加ハ手術ノ影響

二依ルモノト考ヘラレ余ノ實験二於テモ亦第10

N目＝一旦儒工白血球ノ増加ヲ認メ後減少シタ

リ．

結

余ハ4頭ノ家兎二於テ卵集摘出術ヲ行ヒ術後

2ケ月闇観察ノ結果次ノ結論二巴シタリ．

（1）

（2）

〈3）

（4）

血色素量及ビ赤血球数ハ減少ス．

白血球撒ハ大ナル攣化ヲ認メズ．

儒エオジン嗜好白血球ハ減少シ，淋巴

球ハ」曾力nス．

傭エオジン嗜好白血球核ハ右方＝移動

論

   ス．

（5） 同白血球遊走速度ハ低下ス．

（6） 同白血球墨二野喰率ハ減少ス．

 即チ同白血球核ノ退行性右方移動ヲ起ス．而

シテ此退行性右：方移動ノ三態ハ術後約45 Hニテ

略心乱復シタリ．
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